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○議長（大山　晃君）定刻になりました。皆さん、御起立をお願いいたします。

　一礼して御着席願います。礼。

　ただいまの出席議員は全員です。

　今から、平成２５年第３回上毛町議会臨時会を開催いたします。

　直ちに、本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。
───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

　１番荒牧議員、２番宮本議員を指名いたします。
───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第２、会期の決定を議題とします。

　臨時会招集の告示を受け、議会運営委員長に臨時会の運営について諮問いたしましたところ、１１月２１日、議会運営委員会を開催いただき、答申をいただきました。委員会の答申は、会期を本日１日とすることです。
　お諮りします。
　臨時会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり、本日１日としたいと思いますが、これに御異議ございませんか。
（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。よって、本臨時会の会期は本日１日とすることに決定いたしました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）ここで、町長選後、初めての議会でございます。坪根町長に所信表明をいただきたいと思います。坪根町長。

○町長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。本日ここに、平成２５年第３回上毛町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員各位には、公私ともに大変御多用の中、御参集いただき、厚く御礼申し上げます。

　ただいま、議長より御指示がございましたので、お時間をいただき、私の町長就任に当たり、町政に対する所信を述べ、皆様の御理解を賜りたいと存じます。
　不肖私、このたび町長選におきまして、議員各位並びに多くの町民の皆様の御支援、御支持をいただき、無投票にて上毛町長に当選、就任することができましたことに、まずもって感謝申し上げます。
　また、改めてこの議場に入り、その責任の重大さに身の引き締まる思いがいたすわけでございますけれども、これまで同じ釜の飯を食べてきた議員の皆様方と、こうしてまた、運命の再会がかないましたこと、その因縁に伏して御礼申し上げます。
　さて、自民党が政権を奪還し、第二次安倍内閣が誕生して、間もなく１年を迎えようとしています。アベノミクスによる経済効果によって、一時的に景気は上向きであるものの、来年度より導入される消費税率の引き上げや、東日本大震災の被災地における本格的な復興と我が国の再生を進めていくためには、まだまだ多くのハードルを乗り越えてまいらねばなりません。地方を取り巻く環境においては、急速な少子高齢化や人口流出、景気回復がいまだ波及していないことによる税収の低迷、基幹産業である農林水産業の衰退など、極めて厳しく、さらにＴＰＰ交渉の帰趨によっては、一層深刻な状況となることが懸念されています。これまで以上に、国と地方が相互の連携を一層強固にし、直面する困難な課題に積極果敢に取り組み、地域の特性や資源を生かした施策を展開しながら、豊かな住民生活と個性あふれる多様な地域づくりに、さらに邁進していかなければなりません。
　上毛町は、合併後８年、主に職員、議員の大幅な人件費の削減等を行い、また、町民の御理解と御協力を賜り、ようやく名実ともに安定期を迎えたところであります。
　しかし、国の借金は１,０００兆円を超え、さらに増加の道をたどる中で、本町の財源もその国に依存せざるを得ない状況に変わりはなく、合併による普通交付税の特例措置期間等を考えますと、平成２８年以降には、厳しい財政状況におかれる可能性もあるといったシナリオも想定しなければなりません。国に頼ることに限界がきていることを私たちは肝に銘じるべきです。
　だからこそ、地方の果たす役割は極めて重要であり、今後は予算ありきで進める事業は見直し、今、何をすべきか、中身を十分に精査し、目標をしっかり持った上で、夢、理想、計画、実行、成功とつなげていくことが肝要でありましょう。夢なき者に成功なしです。
　また、本町には継続事業、懸案事業等山積しておりますが、まずは一つ一つ確実にスピード感を持って対応してまいりたいと考えます。特に重要な案件については、全職員が一丸となって英知を絞り、町内一の布陣で臨み、必ずや成功につなげてまいりたいと存じます。
　さらに各課ごと、九州一輝く町を合い言葉に、夢を語り合う機会をふやしてまいりたいと思います。そして、行政みずからが働く世代を代表して、その夢の実現をすることで、職員はもちろんのこと、その背中を見て、子供たちからまだ夢を持てないでいる若者までが、きらきらと輝くような夢や希望を与えられると確信いたします。
　具体的な中身につきましては、行政内部において、十分煮詰めてまいる必要がありますが、新聞等でお示ししてまいりましたように、まず最初に、大平楽の問題については、玄関口のプレハブ２棟を早急に撤去し、現状復帰を完了させて、販売促進や関係者との調整などを指導して、運営を正常化してまいりたいと考えています。また、道の駅しんよしとみ遺跡前も同様に販売促進を進めなければならないと考えています。生産者や運営業者、そして行政が意見を出し合い、連携を深めることが重要であると考えます。
　次に、教育改革についてでございますが、町の宝である子供たちの教育の一層の充実を図るため、未就学児から高校生までの子供たちを一貫して見守るような部署の新設を検討してまいりたいと思います。
　３番目に農業振興策でございますが、これまで以上に特産品の開発を支援し、ブランド化を進めてまいりたいと思います。同時に、米を初めとする農産物の販路拡大に向けて、国内外のトップセールスに努めてまいりたいと思います。
　４番目に過疎化対策としては、上毛あるいは中津の玄関口となる東九州自動車道スマートインターチェンジ周辺の開発に着手してまいりたいと思います。高速道路が開通すれば、１０号線を利用せず、高速道路だけの利用者もふえると考えられますので、ＰＡをうまく活用して、大きなＰＲの場にしたいと考えています。また、企業誘致による雇用の確保も当然必要となってきますので、地元企業等と情報交換をしながら、積極的に誘致活動を行ってまいりたいと思っています。
　これまで、前町長が築いてこられた礎をしっかり強固なものにしながら、次なる成長ステージへと移行し、町民が誇れるまち、九州一輝く町へ向けて全身全霊で目標をなし遂げてまいる覚悟でございます。議員各位並びに町民の皆様には、今後の町政に大いに御期待いただき、また御支援、御協力をお願い申し上げ、就任の所信表明とさせていただきます。
○議長（大山　晃君）ありがとうございました。町長の所信表明演説が終わりました。

　所信表明演説に対する質疑がございますか。はい、宮本議員。
○２番（宮本理一郎君）まずもって、新町長の御就任のお祝いを申し上げたいと思います。

　ただいま、新町長の所信表明をお聞きいたしましたが、若い町長ということで、非常に積極的で意欲あふれる表明だったというふうに感じ取りました。具体的にはたくさんのことをおっしゃいましたが、前町長の諸懸案事項を、まずは継承、推進するということでございましょう。具体的に、すぐにこれを実施するということが、今、聞かれなかったわけですけれども、私なりに理解するとすれば、本町の場合、１０カ年計画の現在推進中であり、後期に入っているわけでございますが、これの最終的な着地点というのが、従前からおっしゃっていましたように、町の活性化と人口増というところだと考えているとすれば、現在推進中の東九州自動車道上毛スマートインターの開設並びに東高跡地の分譲化、あるいは保育園の民営化、今おっしゃった企業誘致、雇用の促進等々、こういうものを今後推進することによって、長期ビジョンの町の活性化、人口増加につなげていくというふうに私は理解しているんでございますが、そういう理解でよろしゅうございますか。
○議長（大山　晃君）はい、町長。

○町長（坪根秀介君）宮本議員の質問にお答えしたいと思います。

　現在、各所管ごとにレクチャーを行っているところでございまして、曖昧なことを申し上げることができませんので、改めてお示ししてまいりたいと思いますけれども、ただいま申し上げられたことにつきましては、そのようなつもりで遂行してまいりたいと考えております。
○議長（大山　晃君）はい、宮本議員。

○２番（宮本理一郎君）言葉として、新町長は、九州一輝く町ということをおっしゃいました。これはキャッチフレーズとしては、まことにすばらしいキャッチフレーズだし、近隣自治体あるいは県内外に本町をアピールするには絶好の言葉だというふうに思うわけで、今後、いろんな公的な行事等々あるいはマスコミ等を通じて、本町はこういう九州一輝く町を目指しているんだということをアピールできれば、非常に切り口としてはすばらしいものになろうかと思いますが、ただしこれは、やっぱり具体性を持って推進することによって、客観的に見た場合、上毛町が九州一輝く町としてどういうふうに取り組んでいるんだというようなことを言われた場合、いや、こういうふうに取り組んでいるんだと即答できるようなことを言わなければ、我々議員としても難しいところがあるのですが。私なりに理解すれば、今、私が言いましたように、スマートインターの開設や宅地の分譲化、民営化あるいはこうげ武楽里、しんよしとみ道の駅の活性化、企業誘致等々、実際に推進すること自体がまちに活性化を呼び、これを実現したということになれば、また活性化がなったということで県内外にアピールすることができると思うわけで、これは言葉だけではなく、今後これを推進することであり、また実現を図ることが一番大事だというふうに私は理解するのですが、町長、いかがでございましょうか。

○議長（大山　晃君）はい、町長。

○町長（坪根秀介君）まず、九州一輝く町に向けてということでございますが、この意味合いでございますけれども、例えば、タクシーに乗ったときに行き先を言わずに行けというようなことを言われても、どこに行くのだろうということになると思います。私の中では、その行き先を九州一という高い目標を持ってやっていただきたいということでございます。世界の情報が、今、この上毛でも入ってくるような時代になったわけでございますので、十分に精査していただいて、基本的には所管が中心になるとは思いますけれども、これまでのような縦割り行政ではなくて、町を挙げて、役場を挙げて、九州一というものを目指してまいりたいというふうに考えております。

○議長（大山　晃君）はい、宮本議員。

○２番（宮本理一郎君）先ほど具体的にやりたいことをおっしゃいました。大平楽のこと、あるいは教育のこと、インター周辺の開発、企業誘致等々おっしゃいましたが、この中に私は一つ抜けているなと感じたのは、老人福祉の拡充と申しますか、充実と言いますか。今後、本町に限らず地方自治体において一番大きな問題は、青少年の教育と一方で老人福祉の充実だと思います。この両輪を十分にフォローすることによって、自治体の今後の成り行きが左右されるんじゃないかというふうに思いますので、この老人福祉の拡充という点では、町長、どのようにお考えでございますか。

○議長（大山　晃君）はい、町長。

○町長（坪根秀介君）お答えします。

　老人福祉の拡充というような御質問であったと思いますけれども、私自身、当然、老人福祉というものも力を入れてまいらねばならんというふうに思っておるわけでございますけれども、まずは順番というものがあるのだろうと思っておりまして。まずは教育面で青少年の健全育成というのがあり、その両輪となる老人福祉ということにつながっていくのかなと思っております。私の個人的な考えでございますけれども、やはり、子供が親をみるのは基本なのかなと思っておりますが、それぞれ家庭の事情があって、そういうようなことにはならない部分もあって、おそらく、老人ホームというものがもっともっと必要になってくるのだろうというふうに思っておるわけでございます。基本的には今、若い世代というものが夢や目標を持てずにひきこもりというのもふえておりますし、そういうところを、まずは働く世代を教育することによって、財源も生み出せるのかなと、次のステップに行けるのかなというようにも思っております。
　一応そういうことで、答弁にしたいと思います。
○議長（大山　晃君）はい、三田議員。

○６番（三田敏和君）坪根新町長には、まずもって就任おめでとうございます。先ほど、るるお話がありましたことについては、また１２月の一般質問でいろいろ質問をしていきたいと思います。

　まずもって、そのスピード感を持ってやるというふうに言われましたことについて、私、非常にうなずくところがあるわけで。ここの中でも、もちろんスピード感を持ってやってこられましたが、現在、取り巻く環境を感ずる中には、そのスピード感というのが最も重要ではないかなというふうに思っております。そのことについて、もう少し具体的にお話しいただければと思っております。
○議長（大山　晃君）はい、町長。

○町長（坪根秀介君）スピード感ということに対して、答弁させていただきます。

　これまで議会のほうから見ておったときに、まず、行政というものは縦割りで、本当に各所管、しかもその係、その誰々というところまで詳細にわたっていまして。町民が見たときに行政というものは一つであろうというふうに受け取ると思うんですよね。その中で、その一人の担当を探すのにたらい回しにされて、物すごく時間がかかるんだろうと思っております。私は、行政であればみんなが、それなら私でも答えますよというふうな横の連携をとって対応してまいりたいと思っております。
○議長（大山　晃君）はい、三田議員。

○６番（三田敏和君）そういう意味では、各課の連携というのが今後、非常に密になってくると思います。ぜひ、その点について、一丸となって町政運営を望むところであります。もう答弁は結構です。よろしく。

○議長（大山　晃君）はい、安元議員。

○７番（安元慶彦君）私も新町長の就任を、まずもっておめでとうございます。

　今、町長のほうから所信の一端が申し述べられまして、一般質問の中でも今後、各議員からいろいろ出ると思いますけれども。前町長からの事務引き継ぎも当然あっていることだと思いますし。
　今、町長のほうからいみじくも大平楽の件につきまして、冒頭に述べられました。前にある２棟を撤去すると。さきの全員協議会の中で、議長のほうから執行官、国のほうの関係で立ち会いのもとと言いますか、そういう中でやるということで。これは代執行のような形になると思うんですけれども。具体的なことについては、また一般質問で出るかもわかりませんが、こういった流れの中でこれを撤去ということになるかどうか、その辺を。どんなもんですか。
○議長（大山　晃君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）事務的な関係でございますので。今回、１２月１０日ですか、国のほうの執行官、要するに裁判所が任命した執行官が大平楽のほうにまいりまして、プレハブ２棟の撤去を行うということになっております。

　一応、私から、事務的にはそういうことになっているということで報告させていただきます。
○議長（大山　晃君）はい、安元議員。

○７番（安元慶彦君）具体的な件になりますから、また一般質問の中で聞いていきたいと思います。

○議長（大山　晃君）はい、茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）新町長の所信表明演説を聞く範囲では、今回、スローガン的なことしか述べられなかったように私はとりました。具体的には各課と相談して決めるということですが、町長は今後、具体策を示すようなお考えですが、そこで、とりあえず３点ほど聞きたいと思います。

　前町長の継承者と見ていいのか、それともここはこう改革していきたいというのがあれば、お示し願いたいと思います。
　それから、町長選に当たって、それ以前に出していたパンフレットと言うんですか、討議資料というのがあります、内部資料だと思いますが。その中で華夷弁別の精神ということがうたわれています。具体的にはどういうことなのか、お聞きしたいと思います。
　それから、具体的に農業の分野で、六次産業を推進したいということであります。六次産業というのであれば、生産、加工、販売、全て含めてやるということだと思います。そういう六次産業化の推進について、具体的な考えを今お持ちであれば、お聞きしたいと思います。
○議長（大山　晃君）はい、町長。

○町長（坪根秀介君）茂呂議員の質問にお答えします。

　まず、前町長の継承者かどうかということについてでございますが、それは、継承者でもあり、また改革者でもあるというふうに、両方であろうと思っております。言葉の中では、新たな成長ステージに移行と申し上げておるところでございます。
　２番目でございますけれども、華夷弁別の精神というのは、これは本来、中国の言葉でございまして、中国以外の劣っている国に対する差別用語であったわけでございますけれども、これを吉田松陰の教えの中で、華夷弁別ということを逆手にとって、自分の生まれた故郷がいかなる土地であっても、その場に腰を据えて励めば、そこが世界の中心になるんだというような考えでございます。この意味で、うちも小さな町でありますし、どちらかと言えば、広域の中津や豊前からすれば、上から見られるようなところもございますが、それに負けないように頑張ろうという思いでございます。
　そして、三つめの六次産業でございますけれども、これにつきましては、まだはっきりとした方針、施策というものが打ち出せているわけではないと私も思っていますので、もう少し産業課とかＪＡとかいろんなところと協議しながら取り組んでまいりたいと思っております。
　以上です。
○議長（大山　晃君）はい、茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）六次産業を推進していくということになると、かなり時間がかかると思いますよね。農産物の何をメインにするかと、まずここから進めて、加工し、それが市場でどう反応していくと言うとおかしいですが、市場に耐えられるかどうかということも検討しないといけないと思います。そうした場合に、時間的にかなり私、かかると思うんですよね。こういうところで、この一期でできるのかどうかですね。そういう見通しが全くないのであれば、答弁のしようがないと思うのですが、そこらあたり、具体策をまだ示していないので、これ以上私も質問のしようがないのですが、その見通しというのは、坪根町長がこの４年間の間にこれを軌道に乗せていくめどがあるのかどうか、お尋ねしたいと思います。スピード感を持ってやるとか言っていましたからね。お尋ねいたします。
○議長（大山　晃君）はい、町長。

○町長（坪根秀介君）まず、六次産業でございますけれども、この件は生産から加工、販売までということで、やはり、うちの販売施設、大平楽であるとかしんよしとみ道の駅、この辺とかかわりながら、まずは、ある現状の施設で販売を伸ばしていくようなことを考えながら、その中で改良を進めていかなければならないというようにも思っていますので、期間的には多少時間がかかるとは思いますけれども、一期の中でできるのかということでございますが、一期の中でできるように頑張ってまいりたいと思います。

○議長（大山　晃君）質疑ありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）はい、質疑を終わります。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第３、諸般の報告を行います。

　本臨時会に提出された案件は、町長から提出された同意案３件、承認１件、計４議案と議員から提出された選挙１件の合計５議案です。なお、上毛町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙案は、別紙のとおり、議長発議とさせていただきますので御了承ください。
　議事日程をお手元に配付しておりますので、ごらんください。本日の日程は、提案理由の説明を受け、その後、議案に関する質疑を受けたいと思いますので、（議案）内容の説明にあわせて行っていただきますよう、協力をお願いいたします。
　地方自治法第１２１条の規定により、町長に出席の要求をいたしましたところ、説明員としてお手元に配付の名簿のとおり、説明員の出席報告がありましたので、これを許可し、出席をいただいております。
　これで、諸般の報告を終わります。
───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）これから、議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略いたします。
　日程第４選挙第９号、日程第５同意第１号、日程第６同意第２号、日程第７同意第３号、日程第８議案第５８号、以上５件を一括上程します。
　ただいま上程いたしました案件のうち、町長提出案件について、提案理由の説明を求めます。町長。
○町長（坪根秀介君）それではただいまより、平成２５年第３回上毛町議会臨時会に提案いたします案件の御説明をいたします。今臨時会においては、人事案件３件、専決処分１件、計４案件を御提案いたします。順次、御説明いたします。
　同意第１号、上毛町監査委員の選任について。同意第２号、上毛町教育委員会委員の任命について。同意第３号、上毛町公平委員会委員の選任について。
　以上でありますが、今回提案いたします各委員の任期が、本年１１月２８日をもって満了することに伴い、人格、識見を有している方々を選任または任命することについて、議会の同意をお願いするものであります。
　議案第５８号、専決処分の承認を求めることについてでありますが、平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第７号）により、法人町民税の還付に伴う経費を１１月１日付で専決処分したので、地方自治法第１７９条第１項及び第３項の規定により、これを報告し、承認を求めるものであります。
　以上、概略を御説明申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので、慎重に御審議をいただき、御同意また御承認くださいますよう、お願いを申し上げまして、提案理由の説明を終わります。
　どうぞ、よろしくお願い申し上げます。
○議長（大山　晃君）提案理由の説明が終わりました。

　前にも述べましたように、本日の審議する案件ですので、質疑は議案内容の説明の際に行っていただきますよう、協力をお願いいたします。
───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第４、選挙第９号　上毛町選挙管理委員及び補充員の選挙についてを議題といたします。

　この選挙は地方自治法第１８２条の規定により、行うものであります。
　お諮りします。
　選挙の方法について、地方自治法第１１８条第２項に規定する指名推選にいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。

　したがって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定いたしました。
　お諮りします。
　指名の方法について、委員並びに補充員を議長が指名することにいたしたいと思いますが、御異議ございませんか。
（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。したがって、議長が指名することに決定いたしました。
　選挙管理委員会委員に、小林正文君、松本達己君、川島学君、出口義昭君、以上の方を指名いたします。
　お諮りします。
　ただいま、議長が指名いたしました方を選挙管理委員会委員の当選人と定めることに御異議ございませんか。
（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。

　したがって、ただいま指名いたしました、小林正文君、松本達己君、川島学君、出口義昭君、以上の方が選挙管理委員会委員に当選されました。
　次に、選挙管理委員会委員補充員について、次の方を指名いたします。
　第１順位穴田正勝君、第２順位村上修市君、第３順位秀南京一君、第４順位宮崎まち子君、以上の方を指名いたします。
　お諮りします。
　ただいま、議長が指名いたしました方を選挙管理委員会委員補充員の当選人と定めることに異議ございませんか。
（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。したがって、ただいま指名いたしました第１順位穴田正勝君、第２順位村上修市君、第３順位秀南京一君、第４順位宮崎まち子君、以上の方が選挙管理委員会委員補充員に当選されました。
───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第５、同意第１号　上毛町監査委員の選任についてを議題といたします。

　議案内容の説明を求めます。総務課長。
○総務課長（川口　彰君）それでは、同意第１号　上毛町監査委員の選任についてでございますが、朗読によりまして説明にかえさせていただきます。

　同意第１号　上毛町監査委員の選任について

　上毛町監査委員に次の者を選任する。

　　　平成２５年１１月２５日　提出

　　　　　　　　　　　　上毛町長　坪　根　秀　介
　識見を有する者　氏名　松本正則
（○○○○○○○○○）

　住所　上毛町大字○○○○○○○
　理由　上毛町監査委員として選任することについて、地方自治法第１９６条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。
　次のページに参考資料ということで履歴書を添付しておりますので、御参照にしていただきたいと思います。
　以上でございます。
○議長（大山　晃君）説明が終わりました。

　質疑を行います。質疑ございませんか。はい、どうぞ。
○１０番（亀頭寿太郎君）監査委員の同意案件でございますが、我々あるいは町長にしても、４年に１回の洗礼を受けるということなんですね。私はこの人物をどうこうというわけではございません。監査委員として広報で表彰されているんですね、在籍７年以上ということで。町長も先ほど、所信表明演説で、いろいろな角度から改革ということを打ち出されておる。まず、行政の縦割りを正していくと。正規の職員の方をこちらこちらに動かすというようなこともありましょうけれども、私はこうしたいろいろの機関から、人身一新を図るというような気持ちをどういうような形でもって反映させていくのか。７年以上にわたり在職があったということで、大体こうしたのは１０年か何年以上になると表彰になるけど、監査委員は教育委員会の会というような形じゃないんですよ。そうした観点あるいは行政の悪いところを探すのが監査委員の仕事でもありません、それも大事なことだけどね。やはり、町あるいは指定管理業者等の健全な経営をいかに指導していくかということも大事な役目になっております。特に財政運用等についてはですね。そうした観点から考えれば、こうして長年お勤めになってから人身をかえていくという、そうした認識はどのようにお持たれになっていたのですか。

○議長（大山　晃君）はい、町長。答弁。

○町長（坪根秀介君）お答えします。

　先ほど、茂呂議員の質問に継承か改革かということがございましたけれども、私の中では、この部分は松本さんという方もよく存じ上げておりますし、ぜひ継続していただきたいということで、選任ということで考えたつもりでございます。
○議長（大山　晃君）はい、亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）人物はですね。私は、こうした機関の長年にわたる功績云々で表彰されれば、やはり後進に。本人の功績にいろいろ言っちゃおかしいが、私は受けるのかどうかと思うのだけど。新しい８,０００人の住民がおられるんですから、そうした部分で新しい視野で人材を発掘すると。そうした観点から取り組んでいただくというような姿勢を私は持つべきじゃないだろうかなと。我々や町長さんあたりは、４年おきに十分審判を受けますよ。我々は今度、こうしたのをやっぱり審判をしていかなければならない。そうしたところの基準がある程度、その道でもってこうして表彰されて云々されれば、また後の人に道を譲ると。そうした形でもって上毛町のいろいろな財政運営あたりをやっぱり見ていただく人は、私は幾らでもいると思うんですけどね。途中で云々というのは、これはいかがなものかと思うが、こうして任期が来て、幸いにして首長もかわったということから、新しい人材を監査委員のほうにも出すということを我々は。任期がまだ途中とか、短いというわけではなく、立派にこの前、広報でみんな見ているんですよ。こうして長年云々したということで、譲ってまた新しい人材を発掘するというのはおかしいが、そうした目を広く開いていただくということを、私はあえて希望いたします。答弁はいいです。
○議長（大山　晃君）答弁要りますか。町長、じゃあ。

○町長（坪根秀介君）ごもっともな御指摘というふうに思っております。今後の参考にさせていただきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。質疑終わります。
　これから討論を行います。反対討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。これで討論を終わります。

　討論なしと認め、これから本案を採決いたします。
　本案を原案のとおり同意することに賛成の議員の起立を求めます。
（全員起立）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、同意第１号　上毛町監査委員の選任については、原案のとおり同意することに決定しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第６、同意第２号　上毛町教育委員会委員の任命についてを議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。総務課長。
○総務課長（川口　彰君）同意第２号について、御説明をさせていただきます。
　同意第２号　上毛町教育委員会委員の任命について
　上毛町教育委員会委員に次の者を任命する。

　　　平成２５年１１月２５日　提出

　　　　　　　　　　　　上毛町長　坪　根　秀　介
　氏名　百留隆男
（○○○○○○○○○）

　住所　上毛町大字○○○○○○○
　氏名　武井一彦
（○○○○○○○○○）

　住所　上毛町大字○○○○○○○
　理由　上毛町教育委員会委員として任命することについて、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。
　次のページのほうに、参考資料ということで履歴書等添付しておりますので、参考にしていただきたいと思います。
　以上でございます。
○議長（大山　晃君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。はい、安元議員。
○７番（安元慶彦君）百留先生については留任というような形できておりますし、新しい方が１名。これは、現在の委員をやっておりますどなた、矢岡委員ですか、任期がきたのは。それの交代ですね。
　私は４年前、西吉富地区のほうに全然教育委員さんがいないというようなことで、南地区に集中しているんじゃないかということで、不同意をやったんですけれども。そのときに、前町長が答弁の中で、大分県の中津の高等学校により多くの上毛町あたりの生徒が入れるようなことで、中津の高等学校の先生をされている方がふさわしいという理由の中で、その先生が教育委員に任命されてきたわけですね。
　今回、その方が一期４年でもう交代されておるということは、そういった成果といいますか、そういうものが見られたと、そういうものが一つの軌道に乗ったという中で、交代というようなことが起こったのか。あるいはまた、本人の一身上の都合でもって、次回からは御辞退をするというようなことになったのか。その辺をちょっと、いきさつをお尋ねしたいと思います。
○議長（大山　晃君）はい、総務課長。

○総務課長（川口　彰君）まず今回、矢岡修一様、それから百留隆男様、２名が満期ということでございますが、矢岡氏につきましては、今回、申し出によりまして今期限りということになっております。
　以上です。
○７番（安元慶彦君）それはやむを得ないことかと思いますが、私が最初に尋ねた現在の状況はどんなもんですか。例えば、高等学校の入試の枠が広がったとか、そういったような。４年間の中で、そういった方がよりいい教育委員として活躍してもらうのにいいというような理由で、これは前の町長がいませんから、町長は前町長がやったんだという答弁になるかもわかりませんけれども、結果というものは当然、現在、出てくれば出てくるわけですから、その辺はどんなもんですか。
○議長（大山　晃君）はい、町長。
○町長（坪根秀介君）前任ということで、私が知る限りで答えさせていただきたいんですけれども。

　中津の高校入試の枠ですよね。これは、政治家のほうから聞いておるのは、現状維持を守りましたよというようなことは聞いております。
　ただ、今現在、中津のほうのＰＴＡあるいは親御さんのほうから、福岡県からもう入れないでくれというような動きが起きているということは聞いております。
○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。はい、どうぞ。
○１０番（亀頭寿太郎君）今、国においても教育委員会のあり方、あるいは町長のほうにどっちが権限を持たれるかと、まだ法律ができてないものだからね。ひとつ地方からの声ということで、教育長の任命権は町長にというようなことでございますが。
　坪根町長においても非常に教育を改革すると。国際的な人材を育成するというようなことも新聞等にもうたわれ、先ほどよりは非常に教育に対する一貫性を持って、小中高、高まで言われたんじゃないかという感じもするのですが。
　そうした観点から、教育委員が今５名ですね。地方の教育委員会の存在は、今、あってもないようなことですから。余り教育委員が多いと改革ができないというのが多いんですよ。だから、橋下市長にしても云々ということで。あなたは５人制でいくということでもって、補充をこうしていこうと思うんですが。そうしたお考えはお持ちになってないんですか。改革していくためには、教育委員を５人そろえてするというよりか、少数でもって。というのは、余り多いとお茶飲み会になって聞かないと。また学校の先生の集まりになるとなおさらのこと。だから、教育委員は減らして改革に取り組むという姿勢はどうですか。
○議長（大山　晃君）はい、町長。
○町長（坪根秀介君）亀頭議員の御指摘でございますけれども、今現在、５人ということで、それが適切かどうかということでしょうけれども。私自身、５人の教育委員がどのような仕事をしているのかということを、今からじっくり調査させていただきまして、政府与党のほうが、首長の任命権におそらくかわるのだろうというふうに思われますので、そのときにまた考えてまいりたいと思っております。
　基本的には、亀頭議員がおっしゃるように、少数精鋭というものが僕も正しいのだろうと思っております。
○議長（大山　晃君）はい、亀頭議員。
○１０番（亀頭寿太郎君）そうすると今、民間ということで、今度、同意を得れば武井さんですね。そしてＰＴＡの関係から一人出ていますね。そうすると、民間からは２名ということになりますね。（「郵便局長も入っています」と呼ぶ声あり）

○１０番（亀頭寿太郎君）そうか、それなら３名になりますね。わかりました。
　私は民間が多いほうがいいと思う。今、小学校も中学校も民間でやろうかというような地方の声も出しておる。地方の声を非常に今の政治家が取り上げるのは、維新の会の、今はちょっと都合が悪いが、あれでもってこういうふうになった。教育長の任命は町長にありますから、この二人の中から教育長を任命するおつもりですか。
○議長（大山　晃君）はい、町長。
○町長（坪根秀介君）教育長は教育委員の互選だったと思います。
○１０番（亀頭寿太郎君）任命権はもう決定したんじゃないですか。まだ互選ですか。まだ互選になっているのであれば、どうも済みませんでした。ちょっと先走って申しわけない。
○議長（大山　晃君）ほかに質疑ありませんか。はい、茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）所信表明で、教育に力を入れるということでありました。それで、そういうあらわれでこういう人選をしたんだと思います。教育についての考えを伺います。内部資料ともいえる中に、天衣無縫の自由な発想教育をとあります。これを具体的に示して、あなたが実際に教育委員会に望もうとしている教育のあり方と、それからあなたが行政のトップとしてそれを支えていくお考えですかね、それをお尋ねしたいと思います。
○議長（大山　晃君）茂呂議員にお願いします。こういう質問につきましては、一般質問のほうでお願いいたします。はい、茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）町長が教育に力を入れたいということでありますので、そういう趣旨に基づいてこういう人選をされたと思うので、今、お尋ねしただけです。いいと思いますが。
○議長（大山　晃君）一般質問のほうで、よろしくお願いいたします。
　ほかに質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）はい、質疑なしと認めます。

　これから討論を行います。反対討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）はい、賛成討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）討論なしと認め、討論を終了します。

　本案を決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全員起立）

○議長（大山　晃君）全会一致。したがって、同意第２号　上毛町教育委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第７、同意第３号　上毛町公平委員会委員の選任についてを議題といたします。

　議案内容の説明を求めます。総務課長。
○総務課長（川口　彰君）それでは、同意第３号、上毛町公平委員会委員の選任についてを、朗読によりまして説明にかえさせていただきます。

　同意第３号　上毛町上毛町公平委員会委員の選任について

　上毛町公平委員会委員に次の者を選任する。

　　　平成２５年１１月２５日　提出

　　　　　　　　　　　　上毛町長　坪　根　秀　介
　氏名　村上紀子
（○○○○○○○○○）

　住所　上毛町大字○○○○○○○
　氏名　石橋佳佶
（○○○○○○○○○）

　住所　上毛町大字○○○○○○○
　氏名　西　康雄
（○○○○○○○○○）

　住所　上毛町大字○○○○○○○
　理由　上毛町公平委員会委員として選任することについて、地方公務員法第９条第２項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。
　今回、公平委員会委員３名の任期が満了したことに伴いまして、公平委員を選任するため、議会の同意をお願いするものでございます。なお、村上紀子氏、石橋佳佶氏につきましては再任、それから西康雄氏につきましては新たにお願いするものでございます。
　次のページに参考資料ということで履歴書等を添付しておりますので、参考にしていただきたいと思います。
　以上でございます。
○議長（大山　晃君）説明が終わりました。
　説明に対して質疑ありませんか。はい、亀頭議員。
○１０番（亀頭寿太郎君）公平委員の仕事ですが、私は職員の不利益処分当たりの云々という認識を持っているのですが、まず、その仕事の内容について。
○議長（大山　晃君）はい、総務課長。
○総務課長（川口　彰君）公平委員会の職務ということでございますが、地方公務員法では公平委員会の職務権限につきまして、三つの項目を定めております。まず、第１点目が職員の給与、勤務時間、その他勤務条件に関する措置の要求を審査、判定し、必要な措置をとるということでございます。それから第２点目が、職員に対する不利益処分についての不服申し立てに対する裁決または決定をすることということでございます。それから３点目が、その他法律に基づきまして公平委員会の権限に属する事務を処理するという、以上３点が主な職務になろうかと思います。
○議長（大山　晃君）はい、亀頭議員。
○１０番（亀頭寿太郎君）合併してから１件も私はないんじゃないかなと思うけどね。再任の方もいるけど、こうした件についても、やっぱり人身刷新というあたりを、首長のかわった時点では、私は大きく取り組むべきじゃないかと思うけどね。村上さん、あるいは石橋さんにしても、何回目ですか。
○議長（大山　晃君）はい、総務課長。
○総務課長（川口　彰君）お二人につきましては、３回です。
○１０番（亀頭寿太郎君）合併して２回目か。はい、いいです。以上。
○議長（大山　晃君）質疑ありますか。質疑を終了します。
　これから、討論を行います。反対討論ありますか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。本案を原案のとおり同意することに賛成の議員の起立を求めます。
（全員起立）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、同意第３号　上毛町公平委員会委員の選任については、原案のとおり同意することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第８、議案第５８号　専決処分の承認を求めることについてを議題といたします。平成２５年上毛町一般会計補正予算案（第７号）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。はい、総務課長。
○総務課長（川口　彰君）それでは、議案第５８号につきまして御説明いたします。

　議案第５８号、専決処分の承認を求めることについて。平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第７号）について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により、これを報告し、承認を求める。
　平成２５年１１月２５日　提出、上毛町長、坪根秀介。
　理由でございます。法人町民税確定申告に伴う法人税割額の還付が発生し、直ちに還付する必要が生じたため、関係経費について専決処分したものでございます。
　次のページのほうに、１１月１日付で行いました専決処分書を添付しております。
　次のページでございます。専決処分の内容でございます。平成２５年度上毛町一般会計補正予算第７号ということで、今回、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４７億３,５９９万８,０００円とするものでございます。
　詳細でございますが、７ページのほうをごらんください。歳出でございますが、今回、当初予算で計上していました２款２項２目の賦課徴収費におきまして、２３節の町税過誤納還付金におきまして、７００万円の追加をお願いするものでございます。これにつきましては、町内企業におきまして、法人町民税の確定申告に伴いまして、法人税割額が確定し、これにより還付が発生したため、専決処分をしたものでございます。
　以上でございます。
○議長（大山　晃君）説明が終了しました。
　説明に対する質疑を行います。質疑ございませんか。安元議員。
○７番（安元慶彦君）今の説明の中で、直ちにというのはタイムリミットはいつですか。
○議長（大山　晃君）はい、総務課長。
○総務課長（川口　彰君）これにつきましては、還付加算金がございます。要するに、還付加算金が、仮に１２月議会に提案いたしますと、その分の間に還付加算金がプラスアルファになりますということで、うちのほうもそこらを考慮いたしまして、還付加算金が最小限になるようにということで、専決処分をしたわけでございます。ちなみに、還付加算金が１２月２０日までの場合が２７万８,０００円つきますので、そこらを考慮いたしまして早急にしたということでございます。
○議長（大山　晃君）はい、安元議員。
○７番（安元慶彦君）そうしますと、タイムリミットは１１月２０日。
○議長（大山　晃君）税務課長。
○税務課長（福本豊彦君）私のほうから答弁させてもらいますが、法人からの確定申告が１１月１日にございました。これにつきまして、先ほど説明の中でも申し上げましたように、予定申告を４月に法人のほうが行っておりますので、その差額が確定申告によって確定したということで、還付が発生したのが１１月１日でございます。即時に還付する必要が生じたということで、その理由といたしましては先ほども申し上げましたように、加算金が１日当たり１,０６０円ほど、年利で４.３％になりますので、既にその時点で、予定申告から確定申告までの期間が２１３日経過しております。２１３日を４.３％で計算いたしますと２２万５,８００円の加算金が発生する。これを１２月まで延ばしますと２７万７,０００円の加算金、約５万２,０００円ほど多く加算金を還付金と一緒に支払わなければならないということで、少しでも支払う財源を少なくするということの観点から、確定申告によって税額が確定した時点におきまして、還付の決定をさせていただいたということでございます。
○議長（大山　晃君）はい、安元議員。
○７番（安元慶彦君）前町長のときに１１月１日付で専決処分をやっているわけですよね。そうしますと、１１月１日に確定したと。じゃあ、そのときから、わかりやすく言いますと、予定納税してもらっている額について４.３％の利子がつくから、１日も早く返さなくてはいけないということで。そうしますと、タイムリミットは１１月１日ですか。私は、それを聞いているんですよ、タイムリミットはいつですかと聞いている。
○議長（大山　晃君）はい、税務課長。
○税務課長（福本豊彦君）済みません。結果的に、タイムリミットは１日でも早い時期がいいということで、１１月１日に専決処分をさせていただいたということでございます。
○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。安元議員、もう３回終わりました。
○７番（安元慶彦君）わかりにくいときは延ばしてもいいでしょう。
○議長（大山　晃君）はい、いいです。どうぞ。
○７番（安元慶彦君）１１月１日に確定したと。直ちに還付しているわけですよね、専決処分をして。じゃあ、１１月１日がタイムリミットということでいいんですね。
○議長（大山　晃君）はい、税務課長。
○税務課長（福本豊彦君）何回も申し上げるような形になりますが、日にちがたつごとに加算金がふえていくということでございますので、少しでも早く処理をすることが一番妥当ではないかということでさせていただきましたので、タイムリミットがいつかというと１日でも早い時期、法人税額が確定した時期ということがタイムリミットという考え方であるかと思います。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）はい、質疑なしと認めます。質疑を終了します。

　これから討論を行います。反対討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。本案を原案のとおり承認することに賛成の議員の起立を求めます。
（全員起立）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第５８号　専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第７号））は、原案のとおり承認することに決定しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（大山　晃君）これで、本日の日程は全部終了いたしました。平成２５年第３回上毛町議会臨時会を閉会いたします。どうもありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１１時０９分
○上記、会議の経過を記録して、事実と相違ないことを証するため、ここに署名する。

　　　平成２５年　　月　　日

上毛町議会議長
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